
可
蹴
小
股
巻
十
七

御
門
々
々
へ
既
往
て
、
若
し
火
消
番
衆
被
参
候
と
も
、
加
賀
守
手
勢
に

て
火
消
申
候
問
、
御
入
被
成
候
に
は
不
及
候
と
断
・
申
入
.
公
儀
の
衆

入
申
問
敷
と
被
申
付
候
。
火
消
衆
道
迄
被
参
候
得
共
‘
最
早
火
銀
り

被
蹄
候
。
二
十
一
日
公
方
無
御
異
袋
西
丸
に
被
成
御
座
候
閥
、
路
大

名
可
有
登
披
皆
申
来
る
の
公
に
も
御
登
城
。
是
に
て
江
戸
中
銀
る
。

二
十
一
日
頃
よ
り
辰
口
御
邸
焼
跡
に
仮
番
所
出
来
、
囲
七
兵
・
街
・
中
川

八
右
衛
門
・
宮
井
太
郎
右
衛
門
・
熊
谷
又
八
・
川
勝
木
工
・
生
駒
伊
兵

衛
・
多
羅
尾
六
兵
衛
等
十
二
人
勤
番
。
但
聾
迄
。
夜
は
御
徒
衆
足
鍍

等
泊
候
て
呑
衆
は
罷
蹄
候
。
然
底
小
松
よ
り
篤
御
横
目
稲
垣
長
兵
衛

来
る
。
此
者
六
か
し
き
心
入
の
も
の
と
て
何
も
祭
議
す
。
如
案
今
枝

民
部
迄
長
兵
衛
申
聞
候
は
、
辰
口
御
番
衆
代
無
之
、
御
番
所
を
明
て

罷
蹄
候
。
有
閑
敷
儀
也
と
云
。
民
部
も
少
し
行
賞
り
‘
夜
は
不
入
所
故

民
、
明
て
罷
蹄
候
桜
花
我
等
申
付
候
由
答
之
。
此
儀
長
兵
衡
は
不
及
雪

上
候
蕗
、
御
徒
横
目
の
内
よ
り
建
御
襲
、
十
二
人
の
帯
衆
不
浅
間
門
、

稲
垣
長
兵
衛
は
御
改
易
に
成
候
。
聞
腿
記

て
足
軽
細
井
捕
左
衛
門
の
功
名

天
E
年
中
鳥
越
の
時
.
佐
々
方
よ
り
倉
知
猪
之
助
蛾
訓
…
臨
時
一
例
宮
!
と
、

此
方
よ
り
上
坂
丸
左
衛
門
と
い
ふ
者
細
道
に
て
鎗
を
突
合
、
互
に
胸

旬
J
v
p
h
a

て
来
る
。
則
是
へ
立
向
ふ
。
然
れ
ど
も
間
遠
く
し
て
互
に
相
近
づ
く

鹿
K
.
右
の
方
よ
り
か
様
/
¥
の
甲
問
刊
に
て
鎗
を
突
か
け
た
り
。
我

等
も
鎗
に
て
打
梯
た
れ
ば
‘
鎗
脇
へ
の
く
。
指
向
た
る
敵
あ
る
故
、
.
右

の
方
の
敵
に
は
不
様
、
彼
黒
威
し
と
鎗
を
合
し
首
を
取
所
に
、
黒
威
し

の
家
来
と
見
え
叉
敵
一
入
来
て
突
合
て
突
立
た
り
。
後
に
聞
け
ば
黒

戚
は
葬
郷
五
左
衛
門
と
一
宮
。
共
家
来
と
み
え
た
る
は
宿
屋
七
左
衛
門

と
去
。
右
の
方
よ
り
鎗
を
突
た
る
者
、
共
後
何
.
と
成
た
右
哉
ら
ん
見

失
ぬ
。
何
者
に
候
哉
不
知
。
若
し
右
の
様
子
の
者
あ
ら
ば
聞
け
と
被
仰

候
。
蛍
夏
生
周
囲
郎
兵
衛
方
へ
参
候
底
、
座
敷
に
武
具
の
虫
干
仕
置

候
を
見
申
候
。
清
正
御
物
語
に
少
も
不
建
甲
府
御
座
候
に
付
、
四
郎

兵
衛
儀
む
か
し
勝
家
に
奉
公
の
儀
承
及
候
に
付
.
清
正
御
哨
し
の
趣

申
候
底
、
四
郎
兵
衛
申
侠
は
、
紛
も
た
く
憶
に
我
等
に
て
候
得
共
、
今

に
成
何
と
し
て
左
様
の
事
可
申
出
哉
と
申
候
。
御
家
中
庚
〈
御
座
候

故
、
不
思
議
の
人
多
く
御
座
候
皆
申
上
る
。
公
何
と
思
召
候
哉
、
兎
角

の
御
意
無
御
座
候
旨
‘
葛
巻
裁
人
共
時
分
御
小
姓
に
て
承
り
語
る
。

-
、
篠
原
出
初
守
の
忠
貞

慶
長
四
年
八
月
瑞
飽
公
御
入
封
、
篠
原
出
初
守
越
前
金
棒
迄
御
迎
に

出
、
則
於
金
棒
騨
御
膳
を
可
上
と
て
用
意
す
。
公
平
生
出
初
守
と
は

可
観
小
説
巻
十
七

ー

一一一一-ー一一

板
に
突
賞
張
合
ひ
、
鎗
の
柄
弓
の
如
く
成
て
何
方
へ
も
引
が
た
し
。

共
時
金
津
方
の
足
経
細
井
弼
左
衛
門
と
云
も
の
、
鎗
下
を
く
ピ
り
倉

知
と
組
て
谷
へ
縛
げ
落
た
り
。
後
は
ま
に
別
れ
/
¥
に
成
。
但
摘
左

ケ
サ
シ

街
門
組
ざ
ま
に
下
散
は
づ
れ
を
-
刀
さ
ず
。
倉
知
是
に

τよ
わ
り
ぬ

る
を
‘
摘
左
衛
門
絡
に
首
を
取
る
。
此
功
に
て
御
知
行
被
下
御
小
姓

に
成
る
。

一
、
紳
谷
信
濃
の
茶
道

脚
谷
信
濃
守
は
高
徳
公
の
御
小
姓
立
に
て
、
無
類
に
し
を
ら
し
き
人

也
。
茶
道
を
数
寄
ぬ
。
微
妙
公
或
時
信
濃
を
始
て
四
五
人
御
茶
被
下
.

公
御
路
弐
迄
御
出
被
成
、
御
敷
居
を
御
挽
ひ
、
何
も
へ
御
挨
拶
候
て
御

入
被
成
候
。
信
浪
鹿
上
に
て
敷
居
を
い
た
.r
き
て
入
る
。
公
御
覧
あ

り
て
御
感
じ
也
。
共
後
台
徳
殿
下
・
微
妙
公
以
下
御
茶
湯
の
節
.
右
の

首
尾
に
被
遊
候
。
公
方
扱
も
/
¥
肥
前
は
珍
敷
事
を
い
た
さ
れ
た
り

と
て
、
殊
の
外
御
感
に
付
、
そ
の
儀
を
公
へ
御
帯
の
方
有
之
候
慮
、

紳
谷
信
濃
に
習
ひ
た
り
と
仰
け
る
よ
し
。
荊
抽
出
・
盃
語

一
、
生
田
四
郎
兵
衛
、
加
藤
清
正
と
鎗
を
合
す
事

微
妙
公
へ
本
阿
摘
光
佐
或
時
申
上
候
。
私
儀
加
藤
肥
後
守
段
別
て
御

目
掛
ら
れ
候
。
賎
ヶ
織
に
て
鎗
の
時
、
向
よ
り
黒
威
し
の
武
者
鎗
に

7
r
L
u
i
k
-事
問
見
J

御
不
快
、
右
の
様
子
御
題
も
被
成
候
哉
、
金
津
に
て
直
に
御
経
過
、
出

羽
守
失
面
白
。
而
る
に
少
も
奉
怨
色
も
た
く
、
念
ぎ
金
湾
へ
走
蹄
り
、

於
金
津
御
城
御
着
目
の
御
膳
を
奉
ら
ん
と
用
意
す
。
公
御
快
く
御
騰

も
被
召
上
、
共
後
よ
り
高
徳
公
御
時
の
ご
と
く
被
召
使
候
。
出
羽
仰
は

無
こ
に
忠
貞
又
な
き
人
と
云
。

て
篠
原
出
mm
守
高
石
垣
を
築
く

高
徳
公
・
瑞
能
公
共
に
御
留
守
の
内
、
出
mm
守
分
別
を
以
て
堂
形
の

方
高
石
垣
を
築
き
、
人
持
・
馬
廻
・
百
姓
・
町
人
迄
も
加
り
築
之
。
共
頃

は
普
請
の
珍
敷
時
節
故
、
百
姓
も
町
人
も
長
り
勇
て
勤
之
。
石
は
共

頃
今
の
本
多
安
房
守
下
屋
敷
並
百
姓
町
・
保
島
村
の
漣
に
多
有
之
、
H
T

速
に
出
来
す
。
高
徳
公
叢
御
感
事
也
。

一
、
組
問
櫨
兵
衛
殺
害
の
徒
第

組
問
権
兵
衛
は
、
大
隅
守
錦
繍
が
嫡
子
に
て
こ
向
石
を
領
し
‘
大
男

美
鍛
陀
て
力
量
も
人
に
勝
れ
、
朝
鮮
軍
・
関
原
陣
に
も
軍
功
あ
り
。
然

れ
共
部
寄
無
鍵
の
者
に
て
人
外
の
様
に
い
へ
り
。
高
石
の
総
に
て
も

家
来
を
ば
宅
中
に
不
置
、
女
子
の
類
迄
を
夜
中
も
置
た
り
。
宅
は
今

の
金
森
七
之
助
向
佐
々
木
左
兵
衛
宅
地
た
り
。
或
年
十
月
風
雨
烈
敷

夜
中
、
盗
賊
数
鐙
入
て
撤
兵
衡
を
刺
殺
し
、
財
寅
不
残
取
之
。
共
様
子
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